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を
政
市問
う

第１回定例会で17人が登壇
鹿沼市政について質問をしました。
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大大 島　久幸 議員

質　
　
問 	

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
の

意
義
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁
（
市
長
） 	

行
事
の
保
護
と
継
承
に
対
す

る
支
援
を
一
層
強
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
保
有

国
と
国
際
社
会
は
文
化
遺
産
を
守
る

た
め
の
継
続
的
な
努
力
を
す
る
義
務

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
本
市
と
し
て
も
、

彫
刻
屋
台
な
ど
の
修
復
事
業
や
後
継

者
育
成
事
業
な
ど
、
行
事
の
保
護
と

継
承
に
対
す
る
支
援
を
一
層
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
市
で
は
行
事
の
保
護

継
承
の
た
め
に
、
彫
刻
屋
台
の
修
復

事
業
費
や
屋
台
収
蔵
施
設
の
建
設
費

及
び
土
地
借
上
げ
費
な
ど
に
対
す
る

補
助
金
の
交
付
や
「
鹿
沼
い
ま
み
や

付
け
祭
り
保
存
会
」
と
連
携
し
後
継

者
育
成
を
目
的
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
や

祭
り
へ
の
体
験
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
本
市
が
展
開
す
る
施
策
に
つ

い
て
は
、
鹿
沼
市
第
７
次
総
合
計
画

の
中
で
、「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
の
継
承
」
を
主
要
事
業
に
位
置
付

け
、
屋
台
の
保
存
・
修
復
事
業
及
び

後
継
者
育
成
事
業
、「
鹿
沼
い
ま
み

や
付
け
祭
り
保
存
会
」
へ
の
支
援
な

ど
、
行
事
の
保
護
・
継
承
に
関
わ
る

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

▲ユネスコ無形文化遺産登録記念「祝典」屋台提灯行列の様子

「
鹿
沼
今
宮
神
社
祭
の
屋
台
行
事
」

の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

に
つ
い
て
伺
う
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阿阿 部　秀実 議員船船 生　哲夫 議員

質　
　
問 	

　

大
型
開
発
で
の
環
境
悪
化
に
対
す

る
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁
（
環
境
部
長
） 	

早
期
に
市
独
自
の
条
例
制
定

が
必
要
と
考
え
、
策
定
作
業

に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業

に
伴
う
環
境
保
全
上
の
問
題
が
全
国

的
に
広
が
っ
て
い
る
た
め
、
国
で
は

そ
れ
ら
に
対
す
る
法
令
等
の
整
備
を

予
定
し
て
お
り
、「
電
気
事
業
者
に

よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の

調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」（「
改
正
Ｆ
Ｉ

Ｔ
法
」）
が
本
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く
本
年
４
月

か
ら
「
国
立
公
園
普
通
地
域
内
に
お

け
る
措
置
命
令
等
に
関
す
る
処
理
基

準
」
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
で
、
太
陽

光
発
電
施
設
に
関
す
る
規
制
が
強
化

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
本

市
で
は
、
国
及
び
栃
木
県
の
状
況
を

注
視
す
る
中
、
早
期
に
市
独
自
の
条

例
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

本
市
の
美
し
い
自
然
環
境
、
魅
力
あ

る
景
観
及
び
市
民
の
生
活
環
境
の
保

全
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事

業
と
の
調
和
を
図
る
た
め
、
庁
内
で

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

条
例
の
策
定
作
業
に
着
手
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
こ
れ
ら
の
法
令
等
を
も
と

に
、
大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
に
お

け
る
環
境
と
の
調
和
を
図
っ
て
い
く

考
え
で
す
。

質　
　
問 	

　
計
画
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁
（
財
務
部
長
） 	

施
設
運
営
状
況
調
査
を
毎
年

度
実
施
し
、
計
画
の
進
行
管

理
に
反
映
さ
せ
て
い
く
予
定

で
す
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会
や

厳
し
い
財
政
事
情
の
も
と
、
持
続
可

能
な
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
に
提
供
す
る

た
め
、
20
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た

「
鹿
沼
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
を
平
成
28
年
３
月
に
策
定
し
ま

し
た
。
本
年
度
は
策
定
後
、
初
年
度

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
度
当
初
に
庁

内
の
推
進
体
制
を
構
築
し
、
施
設
管

理
に
関
す
る
基
本
的
な
フ
ロ
ー
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
短
期
検
討
期
間
、
平
成
32

年
度
ま
で
の
施
設
の
基
本
的
な
整
備

方
針
と
な
る
施
設
再
編
計
画
を
全
て

の
施
設
に
お
い
て
作
成
す
る
と
と
も

に
、
情
報
の
一
元
管
理
・
共
有
化
の

た
め
、
施
設
運
営
状
況
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
毎
年
度

実
施
し
計
画
の
進
行
管
理
に
反
映
さ

せ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
御
殿
山
会
館
別

館
と
い
ぬ
か
い
保
育
園
の
建
物
解
体

及
び
市
営
住
宅
の
指
定
管
理
者
制
度

導
入
に
要
す
る
経
費
を
当
初
予
算
に

計
上
す
る
と
と
も
に
、
計
画
の
着
実

な
推
進
の
た
め
、
平
成
32
年
度
ま
で

の
５
年
間
の
重
点
課
題
を
設
定
し
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
市
内
に
点
在

す
る
空
き
施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

全
庁
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▲市営住宅

大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
建
設

計
画
に
つ
い
て
伺
う

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

つ
い
て
伺
う
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大大 貫　　毅 議員 石石 川さやか 議員

質　
　
問 	

　

開
設
の
目
的
、
組
織
構
成
、
課
題

と
解
決
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁（
市
長
、保
健
福
祉
部
長
）

長
年
の
課
題
解
決
に
向
け
た

体
制
づ
く
り
が
で
き
た
も
の

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

開
設
の
目
的
に
つ
い
て
、
１
つ
目
は

ゼ
ロ
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
の
子
供
や

家
庭
、
教
育
及
び
青
少
年
に
関
す
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
支
援
で
す
。
２

つ
目
は
、発
達
の
障
が
い
が
あ
る
な
ど
、

支
援
が
必
要
な
一
人
の
子
供
の
成
長

に
合
わ
せ
、
切
れ
目
な
く
関
係
機
関

が
ト
ー
タ
ル
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
で
す
。
こ
の
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
よ
り
、
長
年

の
課
題
解
決
に
向
け
た
体
制
づ
く
り

が
で
き
た
も
の
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

組
織
構
成
に
つ
い
て
、「
こ
ど
も

総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
は
市
長

部
局
で
あ
る
「
こ
ど
も
未
来
部
」
の

組
織
と
し
て
、「
総
合
サ
ポ
ー
ト
係
」

と「
こ
ど
も
・
家
庭
相
談
係
」及
び「
あ

お
ば
園
」
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
教
育

相
談
は
、
組
織
的
に
は
教
育
委
員
会

に
位
置
付
け
ま
す
が
、
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
中
に
設
置
す
る
の
で
、
実

質
的
に
は
一
つ
の
組
織
と
な
り
、
そ

の
機
能
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
発
揮
で

き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
な
お
、
本

格
的
な
拠
点
型
と
し
て
は
、
栃
木
県

内
初
と
な
り
ま
す
。

　

課
題
は
、
小
学
校
へ
の
就
学
時
に

保
育
園
や
幼
稚
園
か
ら
の
情
報
が

十
分
に
生
か
さ
れ
ず
、
就
学
後
に
支

援
の
連
携
が
途
切
れ
て
し
ま
う
こ
と

や
、
保
護
者
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

た
め
、
支
援
の
適
切
な
開
始
時
期
を

逃
し
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
で
す
。
解

決
策
と
し
て
は
、
出
生
か
ら
就
労
ま

で
の
情
報
を
一
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
集
約
し
、
全
て
の
関
係
機
関
で
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
や
、
保
健
師
・

保
育
士
・
臨
床
心
理
士
・
教
育
相
談

専
門
員
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
チ

ー
ム
を
組
ん
で
支
援
す
る
こ
と
が
有

効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
総
合
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
機
能
す
る
こ
と

に
よ
り
、
課
題
の
解

決
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

質　
　
問 	

　

保
育
園
の
民
間
委
託
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
　
弁
（
保
健
福
祉
部
長
） 	

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
待

機
児
童
対
策
の
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。

　

民
間
保
育
園
に
は
、
国
の
施
設
整

備
交
付
金
や
運
営
給
付
費
等
が
あ
る

た
め
、
公
立
保
育
園
に
比
べ
て
、
多

様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
比
較
的
柔
軟

に
対
応
で
き
る
条
件
を
有
し
て
い
ま

す
。
民
営
化
に
よ
り
、
ソ
フ
ト
面
で

は
、
土
曜
保
育
の
実
施
や
開
所
時
間

の
拡
大
な
ど
の
特
別
保
育
を
初
め
と

す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、

整
備
交
付
金
を
活
用
し
、
定
員
を
拡

大
し
た
広
い
施
設
整
備
が
可
能
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
待
機
児
童
対
策
の
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
お

ば
園
は
、「
こ
ど
も
総
合
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
利
用
希
望
者
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
本
市
の
障
が
い
児
保
育
は
、

全
て
の
公
立
及
び
民
間
保
育
園
で
通

常
ク
ラ
ス
に
保
育
士
を
加
配
す
る
こ

と
に
よ
り
、
健
常
児
と
障
が
い
児
が

一
緒
に
日
中
を
過
ご
す
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
な
混
合
保
育
を
適
切
に
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
臨

床
心
理
士
や
言
語
聴
覚
士
等
の
専
門

職
の
巡
回
指
導
に
よ
り
、
障
が
い
児

保
育
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
な
お
、
環
境
面

の
整
備
も
必
要
で
す
の
で
、
ひ
な
た

保
育
園
の
再
整
備
と
あ
お
ば
園
の
施

設
に
つ
い
て
は
、
切
り
離
し
て
計
画

し
た
方
が
よ
い
と
考
え
ま
す
。

こ
ど
も
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
伺
う

保
育
園
の
民
間
委
託
に

つ
い
て
伺
う
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大大 貫　武男 議員関関 口　正一 議員

質　
　
問 	

　

高
齢
者
運
転
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

答　
　
弁
（
市
民
部
長
） 	

危
険
性
の
確
認
や
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
高
齢
者
が
運
転
す
る
車
に

よ
る
大
き
な
事
故
が
全
国
で
多
発
し

て
お
り
、
栃
木
県
内
で
も
、
昨
年
11

月
に
自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
前
で

高
齢
者
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発

生
し
、
社
会
問
題
と
し
て
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
高
齢
者
に
対
す
る
交

通
安
全
の
取
り
組
み
と
し
て
、
老
人

ク
ラ
ブ
や
高
齢
者
サ
ロ
ン
な
ど
で
交

通
安
全
講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
ほ

か
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
教
室
な
ど

に
高
齢
者
の
参
加
を
促
し
、
危
険
性

の
確
認
や
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
３
月

12
日
か
ら
の
改
正
道
路
交
通
法
の
施

行
に
伴
い
、
認
知
症
対
策
が
強
化
さ

れ
、
高
齢
者
の
事
故
防
止
に
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
事
故
防
止
の
対
策
の
一
つ

に
運
転
免
許
自
主
返
納
制
度
が
あ

り
、
鹿
沼
警
察
署
管
内
に
お
い
て
は
、

平
成
27
年
は
163
件
、
平
成
28
年
は
199

件
の
返
納
が
あ
り
ま
し
た
。
本
市
で

は
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た

人
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
リ
ー
バ

ス
・
予
約
バ
ス
の
１
年
間
無
料
乗
車

券
の
交
付
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
27

年
度
は
100
件
、
平
成
28
年
度
は
２
月

末
ま
で
に
115
件
の
交
付
申
請
が
あ
り

ま
し
た
。
今
後
自
主
返
納
を
更
に
促

進
す
る
た
め
、
啓
発
活
動
を
強
化
し

て
い
く
と
と
も
に
、
無
料
乗
車
期
間

の
延
長
も
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

質　
　
問 	

　

鹿
沼
産
材
利
用
の
新
築
木
造
住
宅

助
成
の
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁
（
市　
長
） 	

一
律
20
万
円
、
最
大
で
40
万

円
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

助
成
の
目
的
は
、
市
民
へ
の
良
質

な
鹿
沼
産
材
、
特
に
森
林
認
証
材
の

認
知
度
ア
ッ
プ
を
図
り
、
利
用
促
進

に
つ
な
げ
、
需
要
拡
大
と
本
市
の
林

業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
で
す
。

　

助
成
の
主
な
要
件
と
し
て
は
、
自

分
が
居
住
す
る
た
め
に
鹿
沼
産
材
を

10
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
使
用
し
、
市

内
に
新
築
す
る
木
造
軸
組
み
住
宅

で
、
使
用
し
て
い
る
木
材
の
60
％
以

上
が
鹿
沼
産
材
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
助
成
の
内
容

は
一
律
20
万
円
と
し
、
更
に
そ
の
木

材
が
鹿
沼
産
森
林
認
証
材
の
場
合
に

は
、
使
用
す
る
量
に
応
じ
て
20
万
円

ま
で
加
算
さ
れ
、
最
大
で
40
万
円
の

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

助
成
は
、
鹿
沼
商
工
会
議
所
ま
た
は

粟
野
商
工
会
が
発
行
し
て
い
る
商
品

券
で
の
交
付
と
い
た
し
ま
す
。

　

助
成
の
効
果
は
、
地
元
市
民
へ
の

鹿
沼
産
材
の
認
知
度
ア
ッ
プ
、
森
林

認
証
材
の
普
及
と
需
要
拡
大
に
よ
る

林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
、
鹿
沼

商
工
会
議
所
等
の
商
品
券
利
用
に

よ
る
地
域
経
済
へ
の
貢
献
、
市
内
に

住
宅
を
建
築
す
る
人
へ
の
経
済
的
支

援
、
ま
た
本
市
へ
の
定
住
促
進
等
の

効
果
な
ど
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
市

民
が
地
元
鹿
沼
産
材
を
使
っ
て
よ
か

っ
た
、
知
り
合
い
に
も
勧
め
た
い
と

い
う
制
度
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

▲市内を走るリーバス

高
齢
者
対
策
の
諸
問
題
に

つ
い
て
伺
う

鹿
沼
産
材
利
用
の
新
築
木
造
住
宅

へ
の
助
成
に
つ
い
て
伺
う
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鈴鈴 木　敏雄 議員

質　
　
問 	

　

栃
木
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁
（
経
済
部
長
） 	

「
本
物
の
出
会
い　
栃
木
」
Ｄ

Ｃ
実
行
委
員
会
で
３
市
３
町

と
と
も
に
共
同
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
市
は「
本
物
の
出
会
い　

栃
木
」

Ｄ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
）
実
行
委
員
会
に
お
け
る

企
画
会
議
の
県
央
地
域
分
科
会
に
属

し
、
宇
都
宮
市
・
さ
く
ら
市
・
那
須

烏
山
市
・
上
三
川
町
・
高
根
沢
町
・

那
珂
川
町
と
と
も
に
、
平
成
26
年
度

か
ら
共
同
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
平
成
29
年
度
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
本
市
独
自
の
取
り
組
み
と

し
て
、
２
月
21
日
に
市
内
業
者
向
け

の
Ｄ
Ｃ
説
明
会
を
実
施
し
、
今
後
意

見
交
換
会
を
実
施
す
る
な
ど
広
く
市

内
業
者
や
関
係
団
体
か
ら
観
光
素

材
を
集
約
し
マ
ッ
チ
ン
グ
や
磨
き
上

げ
を
行
い
、
平
成
30
年
の
本
Ｄ
Ｃ
に

活
用
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も

に
、
Ｐ
Ｒ
・
営
業
活
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
平
成
29
年
４
月
か
ら
始

ま
る
プ
レ
Ｄ
Ｃ
期
間
は
、
お
も
て
な

し
向
上
と
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
市
の
観
光
施
設
で

特
別
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

本
Ｄ
Ｃ
で
は
、
広
く
市
内
業
者
や

関
係
団
体
に
参
画
い
た
だ
き
、
集
中

的
に
誘
客
促
進
を
図
り
、
翌
年
の
ア

フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
に
は
、
観
光
素
材
の
定

着
化
と
持
続
可
能
な
体
制
を
確
立
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
プ
レ
・
本
番
・

ア
フ
タ
ー
の
３
年
間
を
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

島島 田　一衛 議員

質　
　
問 	

　

犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
す
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
弁
（
保
健
福
祉
部
長
） 	

栃
木
県
と
の
連
携
を
よ
り
一

層
強
化
し
て
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

国
の
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
法
律
」
で
は
、
所
有
者
の
責

務
に
つ
い
て
明
確
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
市
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
、

こ
の
法
律
を
も
と
に
し
た
「
鹿
沼
市

ペ
ッ
ト
の
管
理
及
び
ペ
ッ
ト
愛
護
等

施
設
の
設
置
に
関
す
る
条
例
」
を
平

成
18
年
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

不
妊
や
去
勢
手
術
に
対
す
る
助
成

に
つ
い
て
は
、
栃
木
県
内
14
市
の
う

ち
９
市
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
各
市

の
担
当
者
か
ら
は
捨
て
犬
・
捨
て
猫

に
関
す
る
大
き
な
効
果
が
あ
ま
り
感

じ
ら
れ
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
本

市
も
、
捨
て
犬
・
捨
て
猫
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
同
様
の
制
度
設
計

で
平
成
29
年
度
の
予
算
を
計
上
し
ま

し
た
が
、
よ
り
実
効
的
な
制
度
の
再

構
築
を
図
る
た
め
関
係
機
関
を
集
め

た
検
討
会
を
３
月
中
に
開
催
す
る
予

定
で
す
。

　

二
次
受
け
入
れ
の
た
め
の
保
護
施

設
整
備
に
つ
い
て
は
、
保
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
献
身
的
な
対
応
に

つ
い
て
は
認
識
し
て
お
り
、
敬
意
を

表
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
周
辺
住

民
と
の
意
見
調
整
等
の
課
題
も
あ

り
、
一
元
的
な
観
点
だ
け
で
は
な
か

な
か
解
決
で
き
な
い
問
題
で
す
。

　

こ
の
問
題
は
全
国
共
通
の
問
題
で

も
あ
る
の
で
、
今
後
は
、
栃
木
県
と

の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
し
て
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ＤＣ（デスティネーションキャンペーン）とは

　ＪＲグループ６社と地域が協働で取
り組む、国内最大規模の観光キャンペ
ーンです。平成30年４～６月期のＤＣ
開催地に栃木県が選ばれました。
　平成28年８月に「本物の出会い　栃
木」ＤＣ実行委員会が設立され「花、
食、温泉、自然、歴史・文化」の５つの
「本物の出会い」をテーマとしていま
す。

観
光
振
興
に
つ
い
て
伺
う

動
物
愛
護
に
つ
い
て
伺
う
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加加 藤美智子 議員増増 渕　靖弘 議員

質　
　
問 	

　

都
市
間
競
争
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁
（
財
務
部
長
） 	

本
市
の
強
み
を
発
信
す
る
と

と
も
に
、
市
民
協
働
に
よ
り

注
目
さ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

都
市
間
競
争
を
市
が
積
極
的
に
主

導
す
る
考
え
が
あ
る
か
に
つ
い
て
、

施
政
方
針
で
市
長
が
述
べ
た
と
お

り
、
地
域
力
が
問
わ
れ
る
時
代
に
あ

っ
て
、
市
民
一
人
一
人
が
自
ら
考
え
、

主
体
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
持
て
る
力

を
少
し
ず
つ
出
し
合
っ
て
、
地
域
の

魅
力
を
高
め
、
愛
着
と
誇
り
を
持
て

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
本
市
の
地
域

力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
市
民
協
働
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
新
た
な
試
み
と

し
て
本
市
の
特
産
物
で
あ
る
い
ち
ご

に
注
目
し
、
本
市
主
導
で
Ｊ
Ａ
か
み

つ
が
と
の
連
携
の
も
と
「
い
ち
ご
市
」

を
宣
言
し
、
い
ち
ご
に
関
連
す
る
各

種
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
本
市
が
よ
り
発
展
し
、
魅

力
あ
る
ま
ち
、
選
ば
れ
る
自
治
体
と

な
る
よ
う
、
い
ち
ご
関
連
施
策
や
鹿

沼
秋
ま
つ
り
等
、
本
市
の
強
み
を
発

信
す
る
と
と
も
に
、
市
民
協
働
に
よ

り
注
目
さ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

質　
　
問 	

　

若
者
の
集
い
の
場
の
整
備
に
つ
い

て
伺
う
。

答　
　
弁
（
教
育
次
長
） 	

「
音
楽
ス
タ
ジ
オ
」
の
整
備
を

平
成
29
年
度
の
早
い
時
期
に

着
手
し
、
完
成
を
目
指
し
ま

す
。

　

若
者
の
集
い
の
場
と
し
て
「
音
楽

ス
タ
ジ
オ
」
を
鹿
沼
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
内
の
旧
鹿
沼
地
区
休
日
夜
間
急

患
診
療
所
の
１
室
に
整
備
し
ま
す
。

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
創
生
交
付

金
を
活
用
し
、音
を
漏
ら
さ
な
い「
遮

音
効
果
」
と
美
し
い
音
を
響
か
せ
る

「
音
響
技
術
」
を
融
合
さ
せ
る
音
楽

専
用
の
防
音
室
を
整
備
す
る
予
定
で

す
。
整
備
費
は
、
改
築
費
900
万
円
及

び
ド
ラ
ム
・
ギ
タ
ー
ア
ン
プ
な
ど
の

備
品
購
入
費
90
万
円
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
平
成
29
年
度
の
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
着
手
し
、
完
成
を
目
指

し
ま
す
。
施
設
は
、
公
益
財
団
法
人

か
ぬ
ま
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

に
管
理
を
委
託
し
、
他
の
部
屋
と
同

様
に
貸
し
出
し
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

若
者
に
魅
力
の
あ
る
こ
の
よ
う
な

施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若

者
の
集
い
の
場
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
こ
と
が
定
住
化
に
も
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

最
近
話
題
と
な
っ
て
い
る
中
高
年
の

バ
ン
ド
愛
好
者
の
需
要
な
ど
に
も
応

え
ら
れ
、
更
に
は
、
お
囃は

や

子し

会
の
後

継
者
育
成
な
ど
多
世
代
交
流
の
拠
点

施
設
と
し
て
活
用
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

若
者
の
集
い
の
場
の
整
備
に

つ
い
て
伺
う

市
長
の
平
成
29
年
度
鹿
沼
市

施
政
方
針
に
つ
い
て
伺
う
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市市 田　　登 議員

質　
　
問 	

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁
（
財
務
部
長
） 	

平
成
32
年
度
ま
で
に
延
べ
床

面
積
換
算
で
6.85
％
の
削
減
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
公
共
施
設
の
再
編
を

行
っ
て
い
く
た
め
、
短
期
検
討
期
間

で
あ
る
平
成
32
年
度
ま
で
の
基
本
的

な
整
備
方
針
を
全
て
の
施
設
に
お
い

て
策
定
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
度
施

設
運
営
状
況
調
査
を
実
施
し
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
着
実
な
計

画
の
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。
具
体
的
に
短
期
に
お
け
る
更

新
予
定
の
施
設
と
し
て
は
、
北
犬
飼

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替

え
を
予
定
し
て
お
り
、
地
元
住
民
の

方
々
に
よ
る
建
設
準
備
委
員
会
で
の

意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
削
減
予
定
に
つ
い
て
は
、

平
成
32
年
度
ま
で
に
延
べ
床
面
積
換

算
で
6.85
％
の
削
減
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
平
成
29
年
度
は
、
御
殿
山

会
館
別
館
及
び
い
ぬ
か
い
保
育
園
の

建
物
解
体
を
予
定
し
て
お
り
、
建
て

替
え
費
用
の
削
減
等
20
年
間
で
約

18
億
７
，
０
０
０
万
円
の
削
減
効
果

が
あ
り
、
延
べ
床
面
積
換
算
で
は
0.9

％
の
削
減
で
す
。

　

今
後
も
、
計
画
の
着
実
な
推
進
の

た
め
、
重
点
課
題
を
設
定
し
、
全
庁

的
な
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

谷谷 中　恵子 議員

質　
　
問 	

　

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
意
識
の

啓
発
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁
（
市
民
部
長
） 	

交
通
安
全
運
動
の
街
頭
啓
発

広
報
活
動
等
で
反
射
材
の
利

用
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

反
射
材
の
利
用
啓
発
に
つ
い
て

は
、
交
通
安
全
運
動
の
街
頭
広
報
活

動
や
交
通
安
全
教
室
、
そ
の
他
交
通

安
全
に
関
す
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
際
、
鹿
沼
警
察
署
や
交
通
安

全
協
会
な
ど
と
協
力
し
、
反
射
材
と

と
も
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、

交
通
安
全
運
動
を
周
知
す
る
際
に
、

反
射
材
用
品
の
着
用
の
呼
び
か
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

歩
行
者
が
見
え
に
く
い
こ
と
に

つ
い
て
の
歩
行
者
へ
の
啓
発
に
つ
い

て
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

注
意
喚
起
の
ほ
か
、
鹿
沼
警
察
署
主

催
の
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
の
実
施
に
協

力
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
日
没
後

に
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、

車
の
前
で
横
断
す
る
歩
行
者
が
見
え

な
く
な
る
、
い
わ
ゆ
る
蒸
発
現
象
の

確
認
や
反
射
材
が
遠
く
か
ら
で
も
視

認
で
き
る
こ
と
な
ど
を
体
験
す
る
交

通
安
全
教
室
で
す
。
本
年
度
は
、
鹿

沼
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
、
粟
野
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
加
蘇
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
延
べ

100
人
の
地
域
住
民
の
方
々
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
実
施
し
ま
し
た
。

▲高齢者自動車免許講習会の様子▲旧いぬかい保育園

公
共
施
設
の
整
備
つ
い
て
伺
う

交
通
リ
テ
ラ
シ
ー
の
醸
成
に

つ
い
て
伺
う
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赤赤 坂日出男 議員鰕鰕 原　一男 議員

質　
　
問 	

　

斎
場
機
能
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁
（
市　
長
） 	

待
合
室
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
向
け
た
改
修
の
取
り
組
み

を
今
後
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

鹿
沼
市
斎
場
は
、
昭
和
57
年
に
整

備
し
た
施
設
で
あ
り
、
現
在
４
基
の

火
葬
炉
で
火
葬
を
行
っ
て
い
ま
す
。

使
用
頻
度
は
、
平
成
28
年
４
月
か
ら

平
成
29
年
１
月
ま
で
の
10
か
月
間
の

火
葬
件
数
は
989
件
で
あ
り
、
平
均
す

る
と
１
日
当
た
り
約
４
件
の
火
葬
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
で
35
年
が
経

過
す
る
こ
と
か
ら
、
経
年
劣
化
や
東

日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
毎
年

施
設
の
修
繕
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る

雨
漏
り
な
ど
の
問
題
も
発
生
し
て
い

る
ほ
か
、
待
合
室
は
全
て
畳
敷
き
の

た
め
利
用
者
か
ら
不
便
で
あ
る
と
の

声
を
聞
い
て
い
ま
す
。
更
に
、
施
設

の
性
質
上
、
市
内
に
は
代
替
可
能
な

施
設
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
大

規
模
な
改
修
に
は
長
期
的
な
計
画
と

相
当
の
予
算
が
必
要
で
す
。

　

改
修
に
つ
い
て
は
、
待
合
室
は
以

前
か
ら
洋
室
化
の
要
望
が
あ
り
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
に
向
け
た
改
修
の
取

り
組
み
を
今
後
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
、
火
葬
棟
の
雨
漏
り

の
改
修
を
行
う
中
で
照
明
器
具
も
改

善
す
る
計
画
で
す
。
な
お
、
火
葬
炉

は
、
計
画
的
に
修
繕
を
行
っ
て
い
る

た
め
、
特
に
問
題
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
用
に
影

響
が
出
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
計
画

的
に
修
繕
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質　
　
問 	

　

土
地
改
良
区
の
統
合
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
　
弁
（
経
済
部
長
） 	

平
成
32
年
度
を
目
指
し
て
統

合
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

土
地
改
良
区
の
統
合
は
、
平
成

６
年
度
か
ら
国
の
施
策
を
受
け
、
栃

木
県
か
ら
市
へ
計
画
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
近
年
は
、
土
地
改
良
区
の
体
制

強
化
の
た
め
、
専
従
事
務
員
を
確
保

す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

専
業
の
農
業
者
が
少
な
く
な
り
、
役

員
の
な
り
手
が
減
る
中
で
、
土
地
改

良
区
が
存
続
す
る
た
め
に
も
、
事
務

の
統
一
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
20
年
度
か

ら
鹿
沼
市
土
地
改
良
事
業
協
議
会
で

合
同
事
務
協
定
を
締
結
し
、
11
の
土

地
改
良
区
の
事
務
統
一
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
更
に
今
月
行
わ
れ
る
各
土

地
改
良
区
の
総
会
に
お
い
て
、
土
地

改
良
区
統
合
案
を
諮
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
賛
同
が
得
ら
れ
れ
ば
平
成

32
年
度
を
目
指
し
て
統
合
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

各
土
地
改
良
区
の
総
会
で
諮
っ
て

い
た
だ
く
土
地
改
良
区
統
合
案
の
賛

否
に
よ
っ
て
は
、
統
合
に
賛
同
す
る

土
地
改
良
区
、
解
散
を
選
択
し
て
水

利
組
合
に
移
行
す
る
土
地
改
良
区
、

現
状
の
事
務
体
制
を
維
持
す
る
土
地

改
良
区
に
分
か
れ
て
い
く
と
思
わ
れ

ま
す
。
参
加
す
る
土
地
改
良
区
が
判

明
し
た
後
、
事
務
量
か
ら
事
務
局
運

営
費
な
ど
の
必
要
経
費
を
試
算
し
、

賦
課
金
単
価
等
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

▲下沢引田土地改良区▲鹿沼市斎場の待合室

農
業
行
政
に
つ
い
て
伺
う

第
７
次
鹿
沼
市
総
合
計
画
に

つ
い
て
伺
う
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舘舘 野　裕昭 議員 佐佐 藤　誠 議員

質　
　
問 	

　

商
業
施
設
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
等

の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
現
状
と
課
題

を
確
認
し
、
市
発
展
の
可
能
性
を
探

る
。

答　
　
弁
（
経
済
部
長
） 	

進
出
情
報
の
収
集
に
努
め
、

積
極
的
な
誘
致
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

企
業
誘
致
は
、
本
市
の
都
市
計
画

や
総
合
計
画
な
ど
に
基
づ
き
実
施
し

て
い
ま
す
。
商
業
施
設
の
誘
致
で
は
、

市
内
既
存
商
店
の
保
護
も
視
野
に
入

れ
、
出
店
可
能
な
適
地
へ
の
誘
致
を

行
っ
て
お
り
、
現
在
５
社
程
度
の
進

出
に
向
け
た
動
き
が
あ
り
ま
す
。
特

に
、
大
型
商
業
施
設
誘
致
に
お
け
る

課
題
と
し
て
は
、
出
店
可
能
な
適
地

が
限
定
さ
れ
る
こ
と
、
新
規
出
店
の

場
合
は
、
周
辺
の
道
路
や
生
活
環
境

の
整
備
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　

次
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
等
の
誘

致
に
つ
い
て
は
、
地
元
産
業
団
地
関

係
者
な
ど
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
現

在
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
課

題
と
し
て
は
、
特
に
チ
ェ
ー
ン
店
の

場
合
、
契
約
形
態
に
よ
り
オ
ー
ナ
ー

の
初
期
投
資
が
多
大
と
な
る
こ
と
、

チ
ェ
ー
ン
店
が
望
む
場
所
に
適
地
が

な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

商
業
施
設
の
誘
致
は
、
本
市
の
魅

力
度
ア
ッ
プ
や
税
収
、
雇
用
の
確
保

に
お
い
て
も
大
き
な
貢
献
を
も
た
ら

す
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
進
出
情
報

の
収
集
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
誘
致
に
つ
い
て

も
、
来
訪
者
の
滞
在
に
伴
う
市
内
消

費
の
拡
大
、
魅
力
度
ア
ッ
プ
な
ど
に

つ
な
が
る
た
め
、
引
き
続
き
積
極
的

な
誘
致
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

質　
　
問 	

　

市
道
０
３
６
５
号
線
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
　
弁
（
都
市
建
設
部
長
） 	

お
お
む
ね
５
か
年
で
の
完
了

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

市
道
０
３
６
５
号
線
は
、
北
赤
塚

町
地
内
、
国
道
３
５
２
号
か
ら
藤
江

地
区
圃
場
整
備
事
業
地
内
ま
で
の

延
長
６
４
０
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
９
．

７
５
メ
ー
ト
ル
の
市
道
で
、
一
級
河

川
黒
川
に
か
か
る
新
田
橋
の
架
設
を

伴
う
道
路
で
す
。

　

平
成
27
年
度
に
は
、
黒
川
右
岸
の

物
件
補
償
調
査
を
実
施
し
、
平
成
28

年
度
か
ら
物
件
移
転
補
償
及
び
用
地

取
得
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
８
月
に
は
、
地

域
再
生
計
画
を
作
成
し
、
内
閣
府
の

認
定
を
受
け
、
地
方
創
生
道
整
備
推

進
交
付
金
と
し
て
新
た
な
財
源
を
確

保
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
引
き
続
き
黒
川

右
岸
の
物
件
移
転
補
償
及
び
用
地
取

得
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
黒
川
左

岸
約
120
メ
ー
ト
ル
区
間
の
道
路
築
造

工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
庫

補
助
金
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
お

お
む
ね
５
か
年
で
の
完
了
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲以前の新田橋

企
業
誘
致
に
つ
い
て
伺
う

南
押
原
地
区
の
振
興
に
つ
い
て

伺
う
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平成29年第１回

３月定例会の結果 定例会で人事等が決まりました。

　特別委員会の設置
　定例会で特別委員会を設置しました。（議員案第
２号）
　委員会が付託された調査事項について、今後検
討していきます。

◇市行政推進調査特別委員会（定数23人）

委員長 船生　哲夫

副委員長 大貫　武男

委員 全議員

付託調査事項

１．総合計画と行財政改革について
２．保健・福祉施策の推進について
３．産業振興施策の推進について
４．環境対策の推進について
５．都市計画施策の推進について
６．教育文化施策の推進について
７．上下水道の整備について

　請願 ･ 陳情はこんな方法で
　請願・陳情とは、市政全般について議会に実情の善
処を要望することです。
　そのうち議員の紹介があるものは請願になります。
　Ａ４版、署名または記名押印して提出してくださ
い。

※注意事項

①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
②要旨や理由は簡潔に記入してください。
③道路・水路等は地図または略図を添付してくださ

い。

　人　事　　　　　　　  （敬称略）

　本会議で人事が決まりました。（議案第33号）

　　鹿沼市固定資産評価審査委員会委員

　　  鈴木　健司（すずきけんじ・宇都宮市新町）

▶用語解説「固定資産評価審査委員会委員」

　固定資産を適正に評価し、市町村長が行う価格の決定を補助
するための委員。固定資産の評価に関する知識及び経験を有す
る者のうちから議会の同意を得て市町村長が選任する。

　意見書の提出
　議員案として可決し関係機関に送付しました。

議員案第３号　前日光県立自然公園内「横根太陽光
発電所」建設に関する規制強化を求
める意見書の提出について

　再生可能エネルギー利用の推進は、地球温暖化に伴う
温室効果ガスを排出しないため、全国的にも利用が進ん
でいる。
　しかし、近年、大規模太陽光発電所建設計画が、本県
の県立自然公園区域内へ複数浮上し、関係市町ではその
対応に苦慮していると聞いている。
　鹿沼市では、前日光県立自然公園内横根高原の海抜
1,200メートル付近に全国的に見ても屈指の広さの太陽
光発電所の建設計画が進められている。この計画に対
し、自然環境との調和や景観や生物多様性の保全などの
観点から、地域住民や多くの市民団体からも心配の声が
あがっている。
　よって、この課題に対応するとともに、再生可能エネ
ルギーとの適切な共存を図るため、県に先導的な役割を
担っていただきたく、以下の項目を早急に実施されるよ
う強く要望する。

記
１．県立自然公園条例における規制等の見直しを図り、

県内県立自然公園の自然や景観の保全を図ること。

２．事業者等が再生可能エネルギー発電施設を導入する
にあたり、施設の適正な設置と管理を促し、自然環
境保全、景観の保護、災害防止、生活環境の保全等
を図るための配慮事項を示した「県統一ガイドライ
ン」を策定すること。

件名　○○○○について
要旨　○○○○の△△に関する

××を要望します。
理由　□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□。

平成　年　月　日
鹿沼市議会議長様

請願人代表　
　　鹿沼市○○町○○番地○
         鹿沼　太郎○印

請　願　書

紹介議員

氏　　名
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提出議案について

議員の賛否を公表市長提出議案33件、議員提出議案３件が提出されました。
議員数23名、表決参加議員数22名（議長は表決には加わりません。）

議案16　第６次鹿沼市総合計画基本構想の廃止及び
第７次鹿沼市総合計画基本構想の策定

　　現行の基本構想を廃止し、平成29年度から平成33年度
までを目標年次とする新たなまちづくりの指針として、第
７次鹿沼市総合計画基本構想を策定するためのものです。

議案17　第７次鹿沼市総合計画基本計画の策定
　　（14ページをご覧ください。）

賛
　
成

【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【自民党】鈴木　毅・市田　登・谷中恵子・
　　　　  津久井健吉・増渕靖弘・赤坂日出男

【経世会】舘野裕昭・小島　実・湯澤英之
　　　　  関口正一

【民進党】島田一衛・大貫　毅
【無所属市民クラブ】加藤美智子・大島久幸
　　　　  大貫武男・船生哲夫

【無所属】石川さやか・佐藤　誠
【日本共産党】阿部秀実

反
対【自民党】鰕原一男

議案１　平成29年度鹿沼市一般会計予算
　　（14ページをご覧ください。）

議案２　平成29年度鹿沼市国民健康保険特別会計予
算

予算総額を125億1,300万円とします。

賛
　
成

【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【自民党】鈴木　毅・市田　登・谷中恵子
　　　　  津久井健吉・増渕靖弘・赤坂日出男

【経世会】舘野裕昭・小島　実・湯澤英之
　　　　  関口正一

【民進党】  島田一衛・大貫　毅
【無所属市民クラブ】加藤美智子・大島久幸
　　　　  大貫武男・船生哲夫

【無所属】石川さやか

反
対

【自民党】鰕原一男　　
【日本共産党】  阿部秀実

不
参
加

【無所属】佐藤　誠

平
成
29
年
度
　
予
算

議案３　平成29年度鹿沼市公共下水道事業費
特別会計予算

予算総額を22億5,300万円とします。

議案４　平成29年度鹿沼市公設地方卸売市場
事業費特別会計予算

予算総額を1,710万円とします。

議案５　平成29年度鹿沼市農業集落排水事業
費特別会計予算

予算総額を2億2,270万円とします。

議案６　平成29年度鹿沼市介護保険特別会計
予算

予算総額を76億1,730万円とします。

議案７　平成29年度鹿沼市後期高齢者医療特
別会計予算

予算総額を10億50万円とします。

議案８　平成29年度鹿沼市粕尾財産区特別会
計予算

予算総額を543万円とします。

議案９　平成29年度鹿沼市清洲財産区特別会
計予算

予算総額を64万円とします。

議案10　平成29年度鹿沼市水道事業会計予算
収益的収入及び支出は、収入総額を14億7,936

万3千円、支出総額を14億3,086万1千円とし、資
本的収入及び支出は、収入総額を9億3,780万9千
円、支出総額を17億4,090万5千円とします。

平
成
28
年
度
　
補
正
予
算

議案11　平成28年度鹿沼市一般会計補正予算
（第３号）

補正額を3,152万5千円の増とし、予算総額を
407億1,311万3千円とします。

議案12　平成28年度鹿沼市公共下水道事業費
特別会計補正予算（第３号）

補正額を3,616万2千円の減とし、予算総額を
24億7,103万8千円とします。

議案13　平成28年度鹿沼市農業集落排水事業
費特別会計補正予算（第２号）

補正額を719万5千円の減とし、予算総額を2億
1,460万5千円とします。

議案14　平成28年度鹿沼市介護保険特別会計
補正予算（第３号）

補正額を8,416万9千円の増とし、予算総額を
75億8,961万4千円とします。

議案15　平成28年度鹿沼市財産区管理会特別
会計補正予算（第２号）

補正額を174万7千円の増とし、予算総額を760
万7千円とします。

賛否の分かれた議案

全議員が賛成した議案（可決）

全 員 が
賛 成

可 決

賛成 21名
反対 01名

可 決
賛成　19名
反対　02名
不参加  1名

可 決
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条
例
の
一
部
改
正

議案28　基金の設置、管理及び処分に関する
条例の一部改正

　　（14ページをご覧ください。）

議案29　鹿沼市手数料条例の一部改正
建築物のエネルギー消費性能の向上に関する

法律の施行に伴い、建築物エネルギー消費性能
適合性判定等に要する手数料の額を定めるため
のものです。

議案30　鹿沼市保育所条例の一部改正
保育園の民営化に伴い、平成29年3月をもっ

て、いぬかい保育園を廃止するためのものです。

議案31　鹿沼市児童館条例の廃止
平成29年3月をもって、南押原児童館を廃止す

るためのものです。

議案32　鹿沼市保健センター条例の廃止
新庁舎の整備に向けて、既に役割を終えた本庁

舎新館の保健センターとしての機能を廃止するた
めのものです。

議案33　鹿沼市固定資産評価審査委員会委員
の選任

　　（11ページをご覧ください。）

議員案１　鹿沼市議会委員会条例の一部改正

議員案２　市行政推進調査特別委員会の設置
　　（11ページをご覧ください。）

議員案３　前日光県立自然公園内「横根太陽
光発電所」建設に関する規制強化
を求める意見書の提出

　　（11ページをご覧ください。）

条
例
廃
止

人
事

議
員
提
出
議
案

市
道
路
線

議案18　市道路線の認定
下沢及び西沢町地内における県営土地改良（区

画整理）事業に伴い、新たに築造された道路を市
道として認定するためのものです。

議案19　市道路線の廃止
千渡地内における開発行為及び西沢町地内にお

ける県営西沢地区土地改良（区画整理）事業に伴
い、道路形態のなくなった市道を廃止するための
ものです。

議案20　市道路線の変更
千渡地内における開発行為及び西沢町地内にお

ける県営西沢地区土地改良（区画整理）事業に伴
い、関係する市道の起点及び終点を変更するため
のものです。

議案21　鹿沼市部設置条例の一部改正
新たにこども未来部を設置することにより、子

育てに関する施策を効果的に推進するためのもの
です。

議案22　鹿沼市職員定数条例の一部改正
頻発する災害に適切に対処することができる体

制の整備に向け、消防職員の定数の引上げ等を行
うためのものです。

議案23　鹿沼市職員の勤務時間、休日及び休
暇に関する条例等の一部改正

地方公務員の育児休業等に関する法律等の一部
改正に伴い、育児休業の対象となる子の範囲の拡
大等を行うためのものです。

議案24　鹿沼市一般職非常勤職員等の勤務条
件に関する条例の一部改正

新たに任用する言語聴覚士の報酬の額を定め
るとともに、報酬の上限額を引き上げることによ
り、一般職非常勤職員等の処遇改善を図るための
ものです。

議案25　鹿沼市職員の配偶者同行休業に関す
る条例の一部改正

配偶者同行休業の期間を再度延長することがで
きる特別の事情を定めるためのものです。

議案26　鹿沼市特別職の職員で非常勤のもの
の報酬及び費用弁償に関する条例の
一部改正

新制度における農業委員会委員及び農地利用
最適化推進委員の報酬の額を定めること等のため
のものです。

議案27　鹿沼市長等の給与の特例に関する条
例の一部改正

本市の厳しい財政状況を考慮し、平成29年4月
から平成30年3月までの期間、市長、副市長及び
教育長の給料月額について、それぞれ100分の5に
相当する額を減額することにより、当面の適切な
財政運営に資するためのものです。

条
例
の
一
部
改
正

全 員 が
賛 成

可 決
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注目議案の解説

クローズアップ鹿沼市や私たちの暮らしに関係することが議会で決定しました！

～“いちご市”笑顔あふれる人情味のあるまち～

新年度の予算が決定しました。
■議案第１号　平成29年度鹿沼市一般会計予算について

　381億5,000万円、対前年度比1.4パーセント減となっていま
す。地域住民の主体的な活動を支援する地域の夢実現事業、花木
センター観光いちご園のハウス増設や新商品開発支援等のいちご
市推進事業、森林認証を取得した鹿沼産木材の活用促進、新産業
団地の整備促進などを重点的に取り組むほか、新規事業として、
市内小学校へのエアコン設置事業、ユネスコ無形文化遺産への登
録を果たした「鹿沼今宮神社祭の屋台行事」を活かしたシティプ
ロモーションの強化、介護保険施設の整備支援、子育て世代包括
支援センターの開設などに係る経費を計上し、教育、福祉の充実
や都市基盤の整備促進を図ります。

～チャレンジ“
いちご
15”プロジェクト～

第７次鹿沼市総合計画各論
（基本計画）が策定されました。

■議案第17号　第７次鹿沼市総合計画基本計画の策定
　　　　　　　 について

　第７次鹿沼市総合計画総論（基本構想）に基づき、平
成29年度から平成33年度までを計画期間とする第７次
総合計画各論（基本計画）が策定されました。
　将来都市像である「花と緑と清流のまち」「笑顔あふれ
る人情味のあるまち」の創造の実現を目指し、三つのま
ちづくりの基本目標を定め、これを柱として分野ごとに
施策を体系化し、展開していくものです。
　15の主要施策にちなみ、総合計画の愛称を「チャレ
ンジ15（いちご）プロジェクト」としています。

～子どもの未来に向けて～

鹿沼市こどもみらい基金が新設されました。
■議案第28号　基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部改正について

　貧困の状況等にある子ども又はその保護者の支援を目的とし
て、鹿沼市こどもみらい基金が新設されました。子どもの将来が
その生まれ育った環境によって左右されることのないよう、貧困
の状況等にある子ども又はその保護者を支援する事業の財源に充
てるものです。
　こどもみらい基金の積立金は、500万円の寄付金に市費500万
円を加えた合計１千万円です。
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委員会等の活動報告
議会改革調査特別委員会の中間報告

　本委員会は、市民に分かりやすく、開かれた議会運営を
行うため、付託調査事項である「議員全員協議会・議員全
員会議」、「鹿沼市議会会議規則の一部改正」及び「市長等
の常任委員会への出席」について協議しましたので、その
結果を平成29年３月22日に議長へ中間報告しました。
　この報告した内容の実現に向けて、執行部と協議をして
いきます。

全国から行政視察を受け入れています。
　毎年、全国各地の地方議員の皆様が、調査・研究のため、鹿沼市を訪れています。
　鹿沼市議会では、本市の特色ある施策や、施設を全国に向け発信する貴重な機会をとらえ、積極的に行政視察の受け入
れを行っています。平成28年度は23県市町議会のみなさまを鹿沼市にお迎えしました。

団　体 視察目的 団　体 視察目的

島根県邑南町 かぬまブランド認証の取組み・ファミリ
－サポートセンターの状況について 栃木県高根沢町 災害時における危機管理体制について

三重県名張市 公共施設の木造・木質化について（にっ
こり保育園） 大分県国東市 空き家対策事業の取り組みについて

佐賀県佐賀市 空き家対策について 熊本県荒尾市 鹿沼市農地再生プロジェクト「絆」につ
いて

宮城県角田市 公立保育園の民営化の取り組みについて 大阪府守口市 消防団充実強化ビジョンについて

長野県飯田市 バイオガス発電事業について 青森県十和田市 消防団充実強化ビジョン

大阪府岸和田市 「木のまち鹿沼」の取り組みについて 福岡県大川市
地場産業（建具関係）の振興等について
地場産業トータルサポート事業について
鹿沼WooD  INFILLについて

山口県長門市
まちの駅を中心としたまちなか活性化事
業について
まちの駅「新・鹿沼宿」整備事業について

徳島県徳島市 まちの駅「新・鹿沼宿」について

宮城県岩沼市 政務活動費について 神奈川県大和市 「読み」のつまずき早期発見早期支援
ＭＩＭについて

岡山県議会 地場産材を活用した公共施設の木造化に
ついて 山梨県大月市 麻作りについて

滋賀県東近江市 鹿沼市総合戦略及び人口ビジョンについ
て 京都府城陽市 土採取事業規制条例制定について

長野県富士見町 まちの駅「新・鹿沼宿」について 福島県福島市 鹿沼市の選挙啓発の取り組みについて

栃木県那須烏山市 ユネスコ無形文化遺産登録に向けた観光
の取り組み及び本市との連携について 議員、随行併せて182名の受け入れをしました。
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議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 この議会広報紙は31,000部作成し、1部当たり14.3円です。gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp

検 索鹿沼市議会

議会からの お 知 ら せ
NEWS & INFORMATION

5月
月 火 水 木 金 土 日

6月

10：00
議会運営委員会

10：00
本会議（第1日）
提出議案の説明

10：00
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問

10：00
本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

10：00
文教民生常任委員会
建設水道常任委員会

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第5日）
採決

10：00
総務常任委員会
環境経済常任委員会

5/29 29 30 6/1 2 3 4

 5 6 7 8 9 10 11

 12 13 14 15 16 17 18

 19 20 21 22 23 24 25

 26 27 28 29 30 31 7/1

　平成29年第１回定例会（２月27日
から3月22日までの24日）の期間中、
本庁舎ロビーにおいて、鹿沼市議会文
化・スポーツ・芸術振興議員連盟の写
真展を開催しました。展示した写真は、
足立区議会写真部作品展に特別参加と
して出展した力作20点です。
　来庁者も作品の前で足を止めて鑑賞
していました。

　第１回定例会一般質問の４日間、鹿
沼市いけばな愛好会の会員の方々に
よる作品が議場を彩りました。春の訪
れを感じさせる季節感あふれる作品で、
議場に春を運んでくれました。

　鹿沼市議会文化・スポーツ・芸術
振興議員連盟写真展に出品した中か
ら、今回は阿部秀実議員の作品を掲載
します。鹿沼さつき祭り協賛花火大会
は、昨年は2015年９月の関東・東北豪
雨による影響で中止となっていたため、
２年ぶりの開催となります。

 議員写真展を開催しました。

 議会報告会・意見交換会を開催しました。
　５月15日㈪～18日㈭の４日間、議会
報告会・意見交換会を開催しました。
　昨年11月の開催に引き続き、今回
は７地区の皆様にご参加いただき、議
会の活動等を報告するとともに、防災
をテーマに活発に意見を交換しました。
　議会報告会・意見交換会の内容は、
次号の「あなたと議会」に掲載します。

 職場に生け花を展示しました。

 表紙の写真は

 議会カレンダー　～議会を傍聴しませんか～

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページ
　または議会事務局までお問い合わせください。（電話63ー2203）

「
鹿

沼
市

議
会

だ
よ

り
　

　
　

　
　

」
 2017　

195号
　

５
月

25日
号

　
編

集
・

発
行

　
鹿

沼
市

議
会

　
広

報
広

聴
委

員
会

　
〒

322-8601　
鹿

沼
市

今
宮

町
1688-1　

TEL0289-63-2202　
FA

X0289-63-2250

実施日 開催地区 開催場所
５月15日㈪ 南 押 原 地 区 南押原コミュニティセンター会議室
５月16日㈫ 北 部 地 区 市民情報センター子育て情報室
５月16日㈫ 板 荷 地 区 板荷コミュニティセンター会議室
５月17日㈬ 東 大 芦 地 区 東大芦コミュニティセンター会議室
５月17日㈬ 粟 野 地 区 粟野コミュニティセンター会議室
５月18日㈭ 加 蘇 地 区 加蘇コミュニティセンター会議室
５月18日㈭ 東 部 台 地 区 東部台コミュニティセンター会議室


